
評価結果詳細（浦和いろは保育園）

第三者評価結果 コメント

Ⅰ－１－（１）－①　理念、基本方針が明文化され
周知が図られている。

ａ

法人および園の保育理念などはホームページや
パンフレットに記載されており、職員には毎年
度初めに入職前に研修にて説明している。また
園内に法人規程集や各種マニュアルを備え置
き、何時でも閲覧して再確認できるようにして
理念等の理解浸透を図っている。保護者に対し
ては、入園説明会で配付するパンフレットや重
要事項説明書を使い説明周知に努めている。法
人や園の理念などから、「社会性・主体性・向
上心・想像力・思いやり」を育み、「集中・持
続・発展のチカラを培う」を謳った、法人・園
の保育への取り組み姿勢を読み取ることが出来
る。

第三者評価結果 コメント

Ⅰ－２－（１）－①　事業経営をとりまく環境と経
営状況が的確に把握・分析されている。

ａ

保育業界の動向や地域の福祉状況などについて
は、厚生労働省や市、区などの行政機関から、
さらに自治会長から関連情報を入手し把握して
いる。経営状況については毎月月次報告書を作
成しており、子ども・保護者、保育ニーズ、保
育コスト等々に関する情報を把握して分析を行
い園運営に反映している。

Ⅰ－２－（１）－②　経営課題を明確にし、具体的
な取り組みを進めている。

ａ

法人本部の経営企画室会議および系列園３園で
毎月園長会議を実施し、各園の経営課題を協議
検討している。その結果は、本部および自園の
職員に報告し共有している。園内では月に１回
の職員会議又は毎日昼礼を行い、課題の解決・
改善に向けた話し合いに取り組んでいる。

第三者評価結果 コメント

Ⅰ－３－（１）－①　中・長期的なビジョンを明確
にした計画が策定されている。

ｂ

法人本部で中・長期事業計画を策定しており、
園ではこれを踏まえて園運営を行っている。
中・長期の事業計画構想はあるが、園独自の
中・長期的なビジョンを明確にした計画は立
案・作成していない。

Ⅰ－３－（１）－②　中・長期計画を踏まえた単年
度の計画が策定されている。

ｂ

当園は高齢者介護施設と併設して浦和事業所を
運営しており、園の事業計画は浦和事業所事務
所長が立案策定している。園ではこれを基に単
年度の保育計画はじめ各種年間計画を策定して
いる。全体的な計画を定め、それに基づいて年
間計画などの各指導計画を作成し、保育園とし
て果たすべき子どもたちへの養護・教育、保護
者支援などを明確にして、保育理念や目標など
の達成を目指している。

Ⅰ－１－（１）　理念、基本方針が確立・周知されている。

評　価　細　目　の　第　三　者　評　価　結　果
（保育所、地域型保育事業）

Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織

Ⅰ－１　理念・基本方針

Ⅰ－２　経営状況の把握

Ⅰ－２－（１）　経営環境の変化等に適切に対応している。

Ⅰ－３　事業計画の策定

Ⅰ－３－（１）　中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。



評価結果詳細（浦和いろは保育園）

Ⅰ－３－（２）－①　事業計画の策定と実施状況の
把握や評価・見直しが組織的に行われ、職員が理解
している。

ａ

単年度計画に、「今年度の重点課題」を掲げ、
園内研修に組み込んで職員にその内容を伝えて
いる。それに沿った形で適正に運営できるよう
に、各職員の役割や担当決めを行い、さらに主
任やクラス担任が月案・週案など詳細なカリ
キュラムを決めている。経営方針や園長会議で
協議された内容などは職員会議・昼礼を通して
職員全員に報告され共有されている。事業計画
は年度ごとに事業報告書を作成し、非常勤職員
を含むすべての職員がいつでも確認出来るよう
事務室に保管している。

Ⅰ－３－（２）－②　事業計画は、利用者等に周知
され、理解を促している。

ａ

園および職員は事業年度末に「保育園自己評
価」を実施し、１年の取り組みと振り返りを
行っている。その結果を保護者へ報告し、ま
た、毎月「園だより」を配付し、保育目標や内
容などに関する部分などを伝え、園運営への理
解と協力につなげている。

Ⅰ-４　福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組
第三者評価結果 コメント

Ⅰ－４－（１）－①　福祉サービスの質の向上に向
けた取組が組織的に行われ、機能している。

ａ

各クラス担任は、各指導計画・保育計画による
保育実践後に、毎月月案を基に自己評価・反省
を行い園長に報告している。園長は確認・承認
して適宜必要なアドバイスを行い、保育の質の
担保に努めている。また、園の行事後のアン
ケート結果で出た保護者の意見などについては
職員会議等で検討し、改善案などをたて実行
し、園運営に活かしている。さらに、園内研修
など各種研修の機会を準備し、研修後の情報共
有と職員育成を図っており、保育の質向上につ
ながる取り組みを進めている。

Ⅰ－４－（１）－②　評価結果に基づき組織として
取組むべき課題を明確にし、計画的な改善策を実施
している。

ａ

経営企画室会議や園長会で法人および各園の現
状や課題、その解決策などが園長に提示され、
園長より職員に共有されている。保育に関して
は、自己評価シートの活用と園長面談を実施
し、職員一人ひとりの課題を明確にするととも
に、園全体の課題を抽出している。また、各種
のアンケート調査結果やその他の保護者のコメ
ントなどを真摯に受け止め早急に改善案をた
て、保育園としての考えを保護者に周知してい
る。保護者からの意見や要望、職員間での提案
などは昼礼や職員会議、行事の打ち合わせなど
で話し合い、改善に向けて取り組んでいる。

第三者評価結果 コメント

Ⅱ－１－（１）－①　管理者は、自らの役割と責任
を職員に対して表明し理解を図っている。

ａ

園長は職務分掌表や行事担当表等を使い、園長
はじめ各職員の職務内容を明示し、自らの役割
と責任を明らかにしている。さらに各職員の職
務内容を明示し、それに沿って業務が進めら
れ、職員会議の場や面談などで職員との意思疎
通を図っている。さらに園長は、上期、下期に
職員面談を行い、各職員の指導・支援や当事者
意識を持ち業務を進めるよう職員に伝えてい
る。

Ⅰ－３－（２）　事業計画が適切に策定されている。

Ⅰ－４－（１）　質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。

Ⅱ　組織の運営管理

Ⅱ－１　管理者の責任とリーダーシップ

Ⅱ－１－（１）　管理者の責任が明確にされている。



評価結果詳細（浦和いろは保育園）

Ⅱ－１－（１）－②　遵守すべき法令等を正しく理
解するための取組を行っている。

ａ

個人情報保護、職員の労務に関する法令やマ
ニュアル等、園に関わる法令・マニュアルは
「ステートメントブック」に明記されており、
職員に示し、法令順守、コンプライアンス遵守
がなされるように取り組んでいる。保育所保育
指針や保育士倫理綱領をまとめ、配付し、浦和
事業所事務長が園内研修で講師となり職員に説
明周知している。個人情報保護・虐待などにつ
き規定等が整理されており、資料等を配付し職
員の理解・認識を図り、全ての法令を理解する
ように努めている。

Ⅱ－１－（２）－①　福祉サービスの質の向上に意
欲をもち、その取組に指導力を発揮している。

ａ

園では年度ごとに重点目標を立て、園長は主任
や職員と連携し、保育の質向上に取り組んでい
る。園長は日誌や連絡帳、さらに園内の各種会
議や昼礼などを通して、報告・連絡・相談を進
め、保育における現状を把握し、保育園の課題
や改善点などを積極的に話し合い情報を共有す
るように努めている。また、職員の意見を尊重
し、自主的な取り組みが出来る環境を整えてい
る。一方で、行事後など保護者アンケートを実
施して、なるべく多くの保護者の意見や要望の
声を聞き、応えられるように取り組んでいる。

Ⅱ－１－（２）－②　経営の改善や業務の実効性を
高める取組に指導力を発揮している。

ａ

浦和事業所事務所が、園の労務管理や経費の有
効活用、人事管理などにあたり、経営の改善や
業務の実効性向上に努めている。園では、「業
績尊重、秩序維持、相互親密、自己成長、共同
体のスタンス」を５つの基本スタンスとし、毎
年「スタンス研修」を実施し、仕事を進める
モットーとしている。また、職員面談などを参
考にしながら、経験・資質などを考慮して保育
園全体のバランスなどに配慮して働きやすい人
員配置を決めている。保護者からの要望なども
参考に、効率よく保育園運営が出来るように配
慮し対応している。

第三者評価結果 コメント

Ⅱ－２－（１）－①　必要な福祉人材の確保・定着
等に関する具体的な計画が確立し、取組が実施され
ている。

ａ

浦和事業所としての人材確保・育成の方針及び
求める職員像を示し人材確保に取り組んでい
る。園では、職場環境を良くして離職率を抑え
られるよう、休憩場所や時間の確保、有休取得
のしやすさ、コミュニケーションの取りやすい
職場環境づくりを行っている。園長は現場の状
況や職員の意向、適合性などを勘案して適正な
職員配置に努めている。

Ⅱ－２－（１）－②　総合的な人事管理が行われて
いる。

ａ

各職員は自身の役割を明確にし、目標を設定し
て自己評価している。園長および浦和事業所に
よる人事考課を受け、面談によるフィードバッ
クがなされ、必要に応じてアドバイスなどの指
導が実施されている。園では処遇改善加算Ⅰ・
Ⅱおよび特例加算まで申請している。現在法人
全体でキャリアパス制度を策定中で、人材育成
の方針・職員像を示し人材確保に取り組んでい
る。

Ⅱ－１－（２）　管理者のリーダーシップが発揮されている。

Ⅱ－２　福祉人材の確保・育成

Ⅱ－２－（１）　福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。



評価結果詳細（浦和いろは保育園）

Ⅱ－２－（２）－①　職員の就業状況や意向を把握
し、働きやすい職場づくりに取組んでいる。

ａ

職員の就業状況や意向は、園長との定期的な個
別面談や本部等主導の各種調査により把握して
いる。また、法人の提供する福利厚生など各種
の制度を提示し利用を促している。園では職員
の家庭の事情、本人の事情に合わせて希望休・
有給休暇が取得できるよう勤務体制に配慮がな
され、シフト表に反映し、就労環境の改善を進
め、働きやすい職場環境・体制づくりに努めて
いる。職員の有休取得率や時間外労働について
確認し把握している。園長は面談や日頃の話し
合い、相談の中で職員の意向を確認している。

Ⅱ－２－（３）－①　職員一人一人の育成に向けた
取組を行っている。

ａ

職員には「ステートメントブック｣を配付し人材
育成を図っている。「ステートメントブック｣に
は社会人および保育者としての習得すべき必須
事項が網羅されており、その活用により職員一
人ひとりの育成に向けた取り組みを行ってい
る。また、各職員は園の当該年度の目標・ねら
いを踏まえ、職員個々の目標を１か月、数か
月、半年ごとに設定して業務を遂行している。
園内研修には常勤・非常勤を問わず参加できる
システムが確立されており、積極的に参加を促
している。現在、法人全体でキャリアパス制度
を策定中で職員の人材育成に取り組んでいる。

Ⅱ－２－（３）－②　職員の教育・研修に関する基
本方針や計画が策定され、教育・研修が実施されて
いる。

ｂ

園では処遇改善加算Ⅰ・Ⅱおよび特例加算を申
請しており、それを踏まえた独自の研修計画を
企画し実施している。また、研修内容の共有化
に向けて、職員会議での報告を行い伝えてい
る。個々の研修成果が保育活動の中でどのよう
に活かされ、子どもたちの養護・教育などにど
のように活かされたかを評価するフィードバッ
クの流れなども期待したい。研修受講後は報告
書の提出を義務付けており、研修内容の共有化
に向けて、職員会議での報告や報告書閲覧を行
い人材育成に取り組んでいる。

Ⅱ－２－（３）－③　職員一人一人の教育・研修の
機会が確保されている。

ａ

本部および園では職種別・年数別の園内研修や
指導などを実施しており、希望に応じて外部研
修に参加できる機会が確保されている。外部研
修など本人希望の研修は内容によっては就業以
外の扱いとなるが、勤務シフトや休暇の調整を
行いできるだけ希望に沿って参加できるように
配慮している。園内研修には常勤・非常勤を問
わず参加できるシステムが確立されており、積
極的に参加を促している。本部研修や行政の研
修、保育士会などの外部研修に積極的に参加す
るよう促している。

Ⅱ－２－（４）－①　実習生等の福祉サービスに関
わる専門職の教育・育成について体制を整備し、積
極的な取組をしている。

ｂ

実習生受け入れマニュアルが整備され、受け入
れの意義や配慮・手順などが明記され、職員間
で共有されている。現在ライン機能等で実習
生・インターンシップにアプローチし、いつで
も受け入れができる体制を整備している。受け
入れ時には注意事項に沿って説明を行い、個人
情報の保護や子どもたちのプライバシーの尊
重、保育への考え方や取り組みなどを丁寧に伝
え、守秘義務に関する誓約書を提出してもら
い、個人情報保護への配慮を徹底することに
なっている。

Ⅱ－２－（２）　職員の就業状況に配慮がなされている。

Ⅱ－２－（３）　職員の質の向上に向けた体制が確立されている。

Ⅱ－２－（４）　実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。



評価結果詳細（浦和いろは保育園）

第三者評価結果 コメント

Ⅱ－３－（１）－①　運営の透明性を確保するため
の情報公開が行われている。

ｂ

法人ホームページで園運営に関する事業計画や
報告書、決算報告書などの書類を公開し、園で
は開示を求められた際には提示できる体制を整
えている。保育の概要などは三つ折りパンフ
レットに整理し、見学者に配付して伝えてい
る。また、行事や日常の保育活動などはホーム
ページにアップしており，毎月園の様子を更新
している。ホームページは定期的な更新や随時
見学の対応も行っている。

Ⅱ－３－（１）－②　公正かつ透明性の高い適正な
経営・運営のための取組が行われている。

ａ

県や市の行政監査を受審している。また、書面
監査などにも協力して調書提出しており、指摘
事項や改善点について協議・検討し園の経営・
運営の適正化に取り組んでいる。さらに、法人
本部の内部監査で指導やアドバイスを受け、自
園の振り返りなどをして適正な園運営のための
取り組みを行っている。今後は第三者評価を受
審し、結果をホームページに掲載していくこと
としている。

第三者評価結果 コメント

Ⅱ－４－（１）－①　利用者と地域との交流を広げ
るための取組を行っている。

ｂ

園外活動として散歩に出かけた際に、公園など
の周辺の公共施設の利用を行いつつ、近隣の
人々に挨拶などもしている。既存の保育活動を
活かして地域の子育て家庭や地域の方々が子ど
もたちと触れ合う機会を提供したり、隣接高齢
者施設や公共施設などを訪問するなど、社会性
や社交性の向上・成長につながる取り組みを実
施している。今後より一層、地域に開かれ認知
される保育園となるように子育て相談会など、
園の専門性・機能を活用したイベント・企画を
実施し、地域貢献・地域還元に取り組まれた
い。

Ⅱ－４－（１）－②　ボランティア等の受入れに対
する基本姿勢を明確にし体制を確立している。

ｂ

現在まで申し込みの実績はないが、ボランティ
ア受け入れマニュアルを整え、意義や受け入れ
手順、配慮などを明記して対応できるようにし
ている。受け入れの際にはオリエンテーション
を行い、個人情報の保護に関する説明・確認な
どをすることになっている。また、中学生の職
業体験などを受け入れる際には、事前のオリエ
ンテーションを行い必要書類の準備や守秘義務
などの留意事項を伝えるなどの受け入れ態勢は
整備している。

Ⅱ－４－（２）－①　福祉施設・事業所として必要
な社会資源を明確にし、関係機関等との連携が適切
に行われている。

ａ

市・区などから提供される子育てに関する情報
やパンフレットを掲示・常置して、保護者に周
知・配布している。子育てなどに関連する機関
として、健康保健センター・児童相談所、医療
機関などと情報交換し連携が取れるようにして
いる。また、緊急連絡先の一覧などを作成して
緊急時に備えている。さらに、消防車が来園し
たり、不審者訓練を実施するなど、地元の消防
署とも交流を行っている。市役所、保健セン
ター、児童相談所や発達支援センターと連携
し、情報共有する中で課題を見つけ、解決にむ
けた継続的な連携を行っている。児童相談所や
療育施設など子育てに関連する各種の機関と連
携が取れるようにして、支援が必要な家庭と定
期的に連絡を取り合い情報共有している。

Ⅱ－４　地域との交流、地域貢献

Ⅱ－３　運営の透明性の確保

Ⅱ－３－（１）　運営の透明性を確保するための取組が行われている。

Ⅱ－４－（１）　地域との関係が適切に確保されている。

Ⅱ－４－（２）　関係機関との連携が確保されている。



評価結果詳細（浦和いろは保育園）

Ⅱ－４－（３）－①　地域の福祉ニーズ等を把握す
るための取組が行われている。

ｂ

地域の福祉ニーズ等は地元の関係者や保護者か
ら情報提供され、園では系列園園長会議などを
通じて地域の最新情報を入手し、情報収集に努
めている。見学者や保護者とのコミュニケー
ションから把握した子育てに関する地域ニーズ
情報も参考にしている。今後、市など行政主催
の園長会や地元の各種会合に参加して地域の動
向や福祉ニーズを把握し、園運営や保育活動に
盛り込むよう取り組んでいくことを期待した
い。

Ⅱ－４－（３）－②　地域の福祉ニーズ等に基づく
公益的な事業・活動が行われている。

ｂ

園は一時保育を実施しており、近隣子育て世帯
の支援・相談窓口になるよう取り組んでいる。
また、テントや発電機などの備蓄を行い、非常
災害時には近隣住民に支援できる体制を整えて
いる。今後、市の園長会や諸会合に参加して地
域の動向や福祉ニーズを把握し、そのニーズに
応えられるように育児相談、食育相談、健康相
談などを日頃の保育活動に盛り込むことも期待
したい。

第三者評価結果 コメント

Ⅲ－１－（１）－①　利用者を尊重した福祉サービ
ス提供について共通の理解をもつための取組を行っ
ている。

ａ

子どもの発達や保育関係ニュースなど常に最新
情報を把握し保育現場に反映するように努めて
いる。現場では、子どもに寄り添い子ども一人
ひとりを尊重する保育を心がけ、職員間で情報
交換をこまめに取り合い同じ対応をするように
している。また、子ども主体の保育実現を目指
し取り組んでいる。子ども一人ひとりの発達・
情緒・健康面などの理解や把握をし、尊重し、
保護者に対しては家庭での様子や悩みなどに配
慮しながらアドバイスしている。職員に対し、
入職時にコンプランス研修や人権擁護研修など
を行い、また年度初めに「ステートメントブッ
ク」の読み合わせや研修を行い共通理解を図っ
ている。

Ⅲ－１－（１）－②　利用者のプライバシー保護に
配慮した福祉サービス提供が行われている。

ａ

コンプランス研修や人権擁護研修などを行い、
職員の子どもの権利擁護や個人情報の守秘義務
の徹底などの理解が深まるように取り組んでい
る。プライバシーポリシーを保護者に説明し、
職員個人の携帯電話等の取り扱い、掲示物にお
ける肖像権の扱いなど多方面にわたりルールを
作り、必要な配慮をしている。子どもたちの人
権・プライバシー保護に努め、子どもの人権や
気持ち、感性などを尊重した保育を行ってい
る。また外部に個人情報を持ち出さないよう個
人情報保護に努めている。さらに、園児のトイ
レ、オムツ替え、水遊び時の着替えなどに対し
必要な配慮を行い、子どもたちの人権、プライ
バシー保護に努めている。

Ⅲ－１－（２）－①　利用希望者に対して福祉サー
ビス選択に必要な情報を積極的に提供している。

ａ

ホームページで保育園の概要や活動内容を公開
しており、見学者には園長や主任が口頭にて質
疑応答し対応している。入園説明会などで、保
育方針や園生活の流れなどについて理解が深ま
るように分かりやすく保護者に伝えている。ま
た、行政サービス（催し物や還付金など）につ
いても配布物や掲示物で保護者に知らせてい
る。見学希望で来園した方に園のパンフレット
を渡したり、直接園の特徴や保育の様子を具体
的に伝え、質問にも応えて対応している。

Ⅱ－４－（３）　地域の福祉向上のための取組を行っている。

Ⅲ　適切な福祉サービスの実施

Ⅲ－１　利用者本位の福祉サービス

Ⅲ－１－（１）　利用者を尊重する姿勢が明示されている。

Ⅲ－１－（２）　福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。



評価結果詳細（浦和いろは保育園）

Ⅲ－１－（２）－②　福祉サービスの開始・変更に
当たり利用者等に分かりやすく説明している。

ａ

入園時には保護者には理念をはじめ保育サービ
スや基本ルールなどについて説明し、その後重
要事項説明書の記載内容の変更があった場合や
新たに決定したことは、早めに掲示したり通知
を出すなどして伝え、重要事項説明書の同意書
の提出も依頼している。

Ⅲ－１－（２）－③　福祉施設・事業所の変更や家
庭への移行等に当たり福祉サービスの継続性に配慮
した対応を行っている。

ａ

転園や退園、および就学の際には、支援継続に
配慮し情報提供を行っている。転園の場合は定
型の引き継ぎ書を作成して引き継ぎ先への継続
性を配慮しつつ、子ども本人の不利益にならな
いよう個人情報保護に留意して資料を渡してい
る。また、担当行政と連携し、各ケースに応じ
てサービス継続性に配慮した対応を行ってい
る。卒園の時は小学校との連携にも配慮してい
る。近隣の小学校見学や入学する子がいる小学
校には訪問や電話で、子どもの発達や家庭環境
等の情報共有を行っている。

Ⅲ－１－（３）－①　利用者満足の向上を目的とす
る仕組みを整備し、取組を行っている。

ａ

保護者には顧客満足度アンケートなどを毎年行
いその結果を開示し、園側の改善点も併せて保
護者に伝えている。また、保護者からの意見な
どに対しては、職員会議などで協議検討して情
報共有し、回答書を作成して全世帯に配付して
いる。日頃から保護者とコミュニケーションを
取る中で、保護者の気持ちやニーズを汲み取り
対応している。コロナ禍の下で保護者とコミュ
ニケ―ションをとることが難しくなっている
が、安全を考えつつ子どもの成長を視てもらう
機会を作るように努め、保護者の満足向上につ
ながるよう改善に取り組んでいる。

Ⅲ－１－（４）－①　苦情解決の仕組みが確立して
おり、周知・機能している。

ａ

苦情相談の仕組みは重要事項説明書等の中に記
載されており、保護者には入園時に説明してい
る。さらに、エントランスには苦情解決のフ
ロー図を掲示して、第三者委員など外部に相談
できることを知らせている。保護者とは連絡帳
にて日頃の連絡を取り合っており、苦情等を申
し出やすいようにしている。また、苦情内容や
対応策については園だよりにて公表し、内容に
よっては個人別にフィードバックしている。

Ⅲ－１－（４）－②　利用者が相談や意見を述べや
すい環境を整備し、利用者等に周知している。

ｂ

日頃は連絡ノートや朝夕の送迎時に保護者と直
接話しをする機会があり、情報把握し都度対応
している。保護者には、苦情・意見要望に対す
る対応・手順などを周知するように努め、信頼
関係を構築し意見などの共有に努めている。運
営委員会での意見聴取のほか、園長はじめ各職
員に気軽に相談できるよう声かけすると同時
に、意見箱設置を予定している。また、園長が
苦情解決責任者となり個人面談で意見を聞いた
り、送迎時に話済中で信頼関係を深め、苦情や
意見や要望などを責任もって解決するように努
めている。

Ⅲ－１－（３）　利用者満足の向上に努めている。

Ⅲ－１－（４）　利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。



評価結果詳細（浦和いろは保育園）

Ⅲ－１－（４）－③　利用者からの相談や意見に対
して、組織的かつ迅速に対応している。

ｂ

相談や意見があった場合の対応マニュアルはな
く都度個別対応を行い、園内回覧等で周知、改
善に向けて早目の対応を心がけている。保護者
アンケート等の回答は必要に応じエントランス
に掲示し、口頭による意見や相談にも職員会議
の報告・連絡・相談をしっかりと行い、何か対
応しなければならない時は迅速に応えている。
園全体で保護者や子どもの状況を把握し、相談
や意見などの内容によっては法人や浦和事業所
と相談しながら、専門機関・関係機関と連携し
て対応する体制を構築している。

Ⅲ－１－（５）－①　安心・安全な福祉サービスの
提供を目的とするリスクマネジメント体制が構築さ
れている。

ａ

法人全体でリスクマネジメント委員会を設けて
危機管理マニュアルを整備し、園ではこれに基
づいて管理体制の構築と各種リスク対応の明
示、園内外の安全チェックを実施している。さ
らに「ステートメントブック」を活用し、各種
研修を行う等リスクマネジメントに取り組んで
いる。嘱託医との連携もできており、緊急時に
は対応できる環境を整えている。毎月、ヒヤリ
ハットやインシデント、アクシデントを職員全
体で原因分析するなどして情報の共有をし、今
後の対応などを話し合い子どもの安全確保に努
めている。

Ⅲ－１－（５）－②　感染症の予防や発生時におけ
る利用者の安全確保のための体制を整備し、取組を
行っている。

ａ

「感染症対策マニュアル」を整備し、看護師中
心に園内研修を行い、感染症や食中毒などの予
防・対応対策に努めている。感染症などが発生
した場合は、各保護者に周知し園内での拡大防
止策、登園基準を設けるなど衛生管理を優先実
施し、園児の健康管理に努めている。また、感
染症予防として消毒作業や園児・職員の健康管
理を徹底している。子ども達には保健指導を行
い感染予防に努めている。

Ⅲ－１－（５）－③　災害時における利用者の安全
確保のための取組を組織的に行っている。

ｂ

現在、事業継続計画（ＢＣＰ）を策定中である
が、毎年「安全防止チェックリスト」や「施設
設備点検表」などを基に、参集リストや備蓄品
の内容を見直している。災害等発生時は、被害
状況や避難場所、行動手順などを職員や保護者
その他関係機関に通知することで、素早い対応
が出来るようにしている。毎月避難訓練等を実
施し、職員が災害発生時に適切な対応が出来る
ようにしている。また、浦和事業所全体で連携
して対応が出来るように常に情報共有し、災害
発生時の対応に備えている。

Ⅲ－２－（１）－①　提供する福祉サービスについ
て標準的な実施方法が文書化され福祉サービスが提
供されている。

ａ

「ステートメントブック」をはじめ、業務を標
準化するための各種のマニュアルを用意してい
る。（園外保育・０歳児保育・防犯・防災・食
物アレルギー・危機管理・感染症・大量調理・
プール安全管理等）各種のマニュアルは入職時
研修で学び、以降は定例の職員会議や昼礼など
においても必要に応じて読み合わせなどを行い
周知に努めている。さらに、保育の中でその時
期により確認が必要とされる事項については
（例：プール、インフルエンザの感染時期）そ
の項目の部分を職員会議などで読み合わせを
行っている。

Ⅲ－１－（５）　安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われている。

Ⅲ－２　福祉サービスの質の確保

Ⅲ－２－（１）　提供する福祉サービスの標準的な実施方法が確立している。



評価結果詳細（浦和いろは保育園）

Ⅲ－２－（１）－②　標準的な実施方法について見
直しをする仕組みが確立している。

ａ

マニュアルの点検・見直しは法人で行い、保育
にかかわる重要な案件や保護者と取り交わす重
要事項に改定を必要とする際には、法人として
定期的に開催している経営企画室会議や園長会
において検討し、見直すことにしている。さら
に、今般のような新型コロナウイルス対策につ
いては、感染症対策マニュアルをベースに都度
見直しを行い対処することにしている。園にお
いて保護者や職員から見直しや改善の必要のあ
る項目が上がった場合には、園長が園長会など
で報告している。さらに、年度末などの時期を
定めて定期的に見直す仕組みを設けることも望
まれる。

Ⅲ－２－（２）－①　アセスメントにもとづく個別
的な福祉サービス実施計画（個別支援計画）を適切
に策定している。

ａ

入園時面談では子どもや家庭の状況、予防接種
やかかりつけ医、意向や要望などを把握してい
る。さらに登降園時の会話や個人面談などに
よって子ども一人ひとりの発達発育状況を保護
者と共有し、指導計画の作成や見直しにつなげ
ている。全体的な計画は子どもや保護者、地域
性を加味して作成し、乳児や配慮を必要とする
子どもの個別指導計画については養護と教育の
領域を考慮して作成している。作成した指導計
画は、子どもの姿を映し出した計画になってい
るかを園長・主任がチェックを行い必要に応じ
て見直しすることにしている。

Ⅲ－２－（２）－②　定期的に福祉サービス実施計
画（個別支援計画）の評価・見直しを行っている。

ａ

前年度末に作成する全体的な計画を基に現クラ
スの子どもたちに合わせた年間指導計画、さら
に月案を作成している。作成の際にはクラス内
で話し合いを行い、子どもの様子や実態に即し
た計画になるようにしている。月末には子ども
の実態に合わせて見直しを行い、翌月の月案作
成時に反映をさせるようにしている。０～２歳
児と配慮を必要とする子どもについては、成長
と照らし合わせながら個別の月案を作成してお
り、その子の成長を見守りながら成長を促せる
ようにしている。

Ⅲ－２－（３）－①　利用者に関する福祉サービス
実施状況（個別支援計画）の記録が適切に行われ、
職員間で共有化されている。

ａ

毎日行っている昼礼などで子どもの様子を職員
間で共有する時間を設け、担任だけでなく職員
全体で情報を共有できるようにしている。その
際には担任以外が保護者にその日の様子を伝え
ることがあることを配慮し、前日の体調や様子
なども伝えるなどに努めている。また、それら
を記載することで後日でも確認できるようにし
ている。職員の気付きやヒヤリハットの報告も
されているとのことである。子どもの記録は定
期的に児童票、健康記録などに記載し、指導計
画の進捗や達成状況を、それぞれに期間（年・
月・週）に沿って振り返られるようにしてい
る。

Ⅲ－２－（３）－②　利用者に関する記録の管理体
制が確立している。

ａ

・子どもに関する必要な情報としては、健康記
録、面談記録、家庭調査票、児童票などを設け
ており、事務室の施錠できる書庫において保管
している。それらの資料の閲覧や加筆を行う際
には事務室で行うことを基本的なルールとして
いる。また、家庭や子どもに関することで適宜
職員の共有を必要とする事項については、日々
の昼礼で共有することにしている。日々の保護
者への伝達事項については、登降園時の会話や
連絡帳を中心に実施している。

Ⅲ－２－（２）　適切なアセスメントにより福祉サービス実施計画が策定されている。

Ⅲ－２－（３）　福祉サービス実施の記録が適切に行われている。



評価結果詳細（浦和いろは保育園）

第三者評価結果 コメント

Ａ－１－（１）－①　保育所の理念、保育の方針や
目標に基づき、子どもの心身の発達や家庭及び地域
の実態に応じて全体的な計画を作成している。

ａ

指導計画の基となる全体的な計画は、養護と教
育が一体になった計画を作成し、子どもの実態
や状況に合わせて作成、見直しを行っている。
全体的な計画をもとに、子ども一人ひとりの発
達発育や発育の状況を踏まえ年間指導計画を作
成している。年間計画書をもとに月案に「ねら
い」を明示し、子どもの様子によって週案の変
更なども工夫している。さらに、週案と日報を
リンクさせ、保護者には連絡帳によって子ども
の活動を伝え情報共有できるようにしている。
０～２歳児、配慮を必要とする子どもは個別に
指導計画を作成しており、計画を職員間で共有
することで、子どもの育ちを支援できるように
している。

Ａ－１－（２）－①　生活にふさわしい場として、
子どもが心地良く過ごすことのできる環境を整備し
ている。

ｂ

エアコン・加湿器・扇風機・空気清浄機など清
潔で快適な環境が提供できるようにしている。
加湿器だけでは湿度が低い場合には感染症の予
防対策として適切な湿度が保たれるよう細やか
な配慮をしている。０歳児の玩具は毎日ふき掃
除をするなど、清潔な環境作りに配慮してい
る。各クラスの玩具で遊んだ後に同じ場所に戻
すことができるように棚などを設え、片付けや
すい環境整備を行うことで子どもの片づけの習
慣を支援している。さらに、毎日トイレと居室
は保育士が清掃し、月１回、園庭や窓拭き、草
むしりを職員が担当し清掃している。

Ａ－１－（２）－②　一人一人の子どもを受容し、
子どもの状態に応じた保育を行っている。

ｂ

子どもの状況に配慮して個々への声かけを行
い、子どもの気持ちに寄り添う保育を大切にし
ている。発達の過程で起きる、かみつきなどは
同じ子どもが起こすことも多いころを踏まえ、
職員同士の配置にも注意するようにしている。
度々かみつきを起こす場合には、保護者から家
庭での様子に変化がないかなど子どもの心のケ
アに配慮できるようにしている。また、１～２
歳児クラスのけんかでは、自分の思いを上手く
言語化できないために起きることもあるため、
子どもの今の気持ちを代弁し相手の子の気持ち
も代弁することで自分の気持ちに気付き、相手
にも気持ちがあることに気付けるようにしてい
る。

Ａ－１－（２）－③　子どもが基本的な生活習慣を
身に付けることができる環境の整備、援助を行って
いる。

ｂ

保護者との連携を大切にし、基本的な生活習慣
が家庭と園で同じスピードで進められるように
情報共有している。特にトイレトレーニングや
スプーン・お箸への移行などは、子どもの意思
を尊重するようにしており、個別対応としてい
る。個々の子どもの発達に応じて保護者と連携
を図りながら、基本的な生活習慣を身につけら
れるようにしている。子どもの発達による動線
の変化に対して、保育室内の個々のスペースを
変えるなどの細やかな配慮をして環境整備に取
り組んでいる。年齢によって椅子や机の高さは
異なるものを用意しており、３歳以上の女の子
トイレにドア設置を設置したり、洗面台も各年
齢ごとに用意している。

Ａ　個別評価基準

Ａ－１保育内容

Ａ－１－（１）全体的な計画の作成

Ａ－１－（２）　環境を通して行う保育、養護と教育の一体的展開



評価結果詳細（浦和いろは保育園）

Ａ－１－（２）－④　子どもが主体的に活動できる
環境を整備し、子どもの生活と遊びを豊かにする保
育を展開している。

ｂ

発達の過程に応じて環境の整備を行い、子ども
の気持ちを尊重した対応に努めている。自由遊
びをする際には、コーナー遊びなどを中心にし
てごっこ遊びなどを展開させ遊び込める環境に
なるように努めている。発達の過程に応じて環
境の整備を行い、子どもの気持ちを尊重した対
応に努めている。子どもが遊びたいと思うもの
を自分で手に取ることができる環境整備に努め
ている。「お片付けをしてから」のルールを守
れば、玩具は自由に自分で選べるようにした
り、公園や園庭での外遊びについては保護者か
ら高い評価が聞かれている。

Ａ－１－（２）－⑤　乳児保育（０歳児）におい
て、養護と教育が一体的に展開されるよう適切な環
境を整備し、保育の内容や方法に配慮している。

ｂ

０歳児の発達に合わせ、生活と遊びが豊かにな
るよう取り組んでいる。家庭にいるような雰囲
気で落ち着けるようスペースを整備して、寝転
がったり、ふれあい遊びなどを行い、温かい対
応を心がけている。また、子どもの手の届くと
ころに玩具を配置し、子どもによる自主的な関
わりができるように配慮している。子どもの自
主性を尊重し、発達に応じて保育を展開してい
る。言葉にはならないその子の気持ちを受け止
め、尊重するようにしている。口に入れる、凝
視する、触る等、興味を示すものを把握し、玩
具の消毒や見守りを実施しながら好きなもので
遊べるよう支援している。

Ａ－１－（２）－⑥　３歳未満児（１・２歳児）の
保育において、養護と教育が一体的に展開されるよ
う適切な環境を整備し、保育の内容や方法に配慮し
ている。

ｂ

１歳以上３歳児未満の保育においては、自分で
やってみようとする気持ちを大切にし、気持ち
に余裕を持って見守り、難しい所は援助しなが
ら達成感を味わえるような関わりに努めてい
る。一人ひとりに適した声かけを意識し、家庭
と相互理解することで保育に生かせるようにし
ている。生活習慣の基本的な取り組みを行う年
齢となるが、子どものやりたいという意識や自
主性を尊重しながら保護者と情報共有し連携し
て進めることにしている。子どもの成長に合わ
せた対応を心がけながら、年度後半は進級する
ことの喜びと共に進級へのステップアップがで
きるような声かけを心がけている。

Ａ－１－（２）－⑦　３歳以上児の保育において、
養護と教育が一体的に展開されるよう適切な環境を
整備し、保育の内容や方法に配慮している。

ｂ

子どもの自発性を大切にし、集団生活に主体的
に関われるようになることを目指している。子
どもが主体的な働きかけがし易い環境になるよ
うに配慮している。異年齢での関わりを取り入
れ、生活や遊びを通して、小さな子に対する思
いや優しさを自ら表現できるようになるような
働きかけを心がけている。自分たちで遊びたい
玩具を選択して出せる環境にしており、子ども
の自主性の育ちを支援している。外遊びが豊富
でやりたいことを制止しない支援を心がけてい
る。豊富な集団遊びを通して様々なルールを学
べるよう支援している。

Ａ－１－（２）－⑧　障害のある子どもが安心して
生活できる環境を整備し、保育の内容や方法に配慮
している。

ｂ

配慮を必要とする子どもには、落ち着いた環境
の中で活動できるように配慮している。個別に
日案や月案などの指導計画を作成し、毎日の様
子を個別日誌に記録し、会議などで共通認識を
図ったり保育士間で共有して同じ関わりが出来
るよう心がけている。なお、保護者には園での
様子を伝えたり、家庭の様子を聞いている。子
どもの気になる様子や気になる子どもについて
は記録に残すことで、その子の成長を見守るこ
とができるようにしている。さらに、障がい児
保育について学べる機会を充実させて、適切な
支援が提供できるようにしている。



評価結果詳細（浦和いろは保育園）

Ａ－１－（２）－⑨　それぞれの子どもの在園時間
を考慮した環境を整備し、保育の内容や方法に配慮
している。

ｂ

当園は１８時～２０時の延長保育を行ってお
り、月極だけでなく急な残業などに対応できる
ように当日のスポット利用もできるようにして
いる。また、補食や夕食も提供している。延長
保育の時間帯は日中の活動によっては眠くなっ
てしまう低年齢クラスの子どもも居るが、その
際には短時間の仮眠をしたり、安心できるよう
に抱っこして過ごすなどの配慮をしている。現
在、延長保育は約１０名であるが１８時過ぎに
は数名になり、乳児室で保育士のお手伝いをし
ながらゆったりと過ごせるようにしている。

Ａ－１－（２）－⑩　小学校との連携、就学を見通
した計画に基づく、保育の内容や方法、保護者との
関わりに配慮している。

ｂ

全体的な計画・年間計画・月案などの小学校へ
の接続・連携の欄に計画を記載し、就学に向け
たアプローチカリキュラムを作成して活用して
いる。例年であれば５歳児クラスは小学校の校
内見学などをする機会を設けているが、コロナ
禍によって未実施となっている。就学までに生
活のリズムを整えられるように保護者にもその
旨を伝え、家庭と園とで連携して生活リズムへ
の意識向上を目指している。午睡の時間は２月
末から３０分ずつ短くして３月には「ゼロ」に
なるようにしており、就学時には休息時間をと
らなくても眠くならないように支援している。
就学する小学校に児童要録を提出して、子ども
への支援が継続できるようにしている。

Ａ－１－（３）－①　子どもの健康管理を適切に
行っている。

ｂ

定期検診をはじめ、月に一度身体測定を行い、
園児一人ひとりの成長発達を把握している。登
園時に検温し、視診と共に朝までの子どもの様
子を保護者から聞き取り、体調把握に努めてい
る。子どものケガや体調を崩した際には、保護
者に様子を伝え、次の登園時に経過を確認して
昼礼や定例会議で情報共有を図っている。体調
不良時は感染予防のため保護者が迎えが来るま
で職員室などで対応することにしている。ま
た、コロナ禍によって、手洗い・うがいの大切
さなどを子どもに伝えるとともに実施に力を入
れている。ＳＩＤＳ（乳幼児突然死症候群）に
ついては、入園のしおり（重要事項説明書）に
も記載し、０歳児は５分毎、１歳児以上は１０
分毎にチェックし、記録に残している。

Ａ－１－（３）－②　健康診断・歯科健診の結果を
保育に反映している。

ｂ

健康診断は年２回園医が行っており、医師に聞
きたいことはないか事前に保護者に確認し、確
認事項は健診時に園医に聞いて保護者に伝えて
いる。検診の結果については健康の記録に記載
し、健康診断・歯科検診の結果と医師からのア
ドバイスなどは、適宜保護者に伝えることにし
ている。また、健診・測定の結果から、子ども
一人ひとりの発達の推移を把握して、定例会議
職員間で共有し保育に反映させることにしてい
る。歯科検診の結果虫歯が見つかった際には治
療を依頼し、治療終了を確認している。噛み合
わせ等の歯科医の気づきについても、健康カー
ドで共有できるようにしている。

Ａ－１－（３）　健康管理



評価結果詳細（浦和いろは保育園）

Ａ－１－（３）－③　アレルギー疾患、慢性疾患等
のある子どもについて、医師からの指示を受け適切
な対応を行っている。

ｂ

アレルギー児については、医師による診断書を
提出している子どもはアレルゲン除去食を提供
している。毎月献立作成時に、アレルギー除去
食についての献立表を作成し、保護者を交えて
確認を行い、保護者から承認をもらうことにし
ている。アレルギー食をクラスに提供する際に
は、給食室で調理員と担当職員で献立表による
チェックをしたものを子どもに提供している。
さらに毎食時（給食・おやつ）園長はアレル
ギー除去食についても検食を行っている。入園
後にアレルギーに気づいた場合には医療機関で
検査を受けてもらい、医師の診断に基づいて支
援することにしている。

Ａ－１－（４）－①　食事を楽しむことができるよ
う工夫をしている。

ｂ

年齢に合わせて食に関する豊かな経験ができる
よう担任と相談しながら取り組んでいる。乳児
の離乳食は歯の本数や咀嚼の状態を把握し、一
人ひとりに合わせた形態で食べやすい食事の提
供を心がけている。幼児クラスは、苦手な物も
一口だけ食べてみることにより少しずつ慣れ、
好き嫌いの克服につながっている。一方で、イ
ベントなどに合わせた献立を作成するなど、季
節に合った旬の食材を提供できるようにしてい
る。おやつは自家調理で提供している。毎月提
供している行事食に加え、５歳児が選んだメ
ニューを「お楽しみメニュー」として年１回提
供するなど子どもの食への興味を引き出す機会
も図っている。さらに食育として旬な食材に五
感を使って触れるなど、食べ物に興味が持てる
ように努めている。

Ａ－１－（４）－②　子どもがおいしく安心して食
べることのできる食事を提供している。

ｂ

園では外部の事業者に給食を委託しており、２
サイクルメニューで提供している。担任・主
任・園長が出席する給食会議においてメニュー
を検討し、必要に応じて見直しすることにして
いる。和食・洋食・中華など偏ることのないよ
うにしたり、塩味や甘味で食べるのではなく、
旨味（だし）を感じることができるような食事
になるようにしている。また、旬の食材を使う
ようにしている。調理室は残食量や職員からの
報告に加え、実際に子どもの喫食時の様子を定
期的に確認するために巡回して把握に努めてい
る。

第三者評価結果 コメント

Ａ－２－（１）－①　子どもの生活を充実させるた
めに、家庭との連携を行っている。

ｂ

登降園時の保護者との会話に加え、乳児クラス
では連絡帳で家庭と連携し、幼児クラスでは自
由帳を全員に配付し自由に記載したもらうこと
にしている。また「園だより」や「クラスだよ
り」により短期的なスケジュールの連絡や園で
の様子などを掲載し保護者に伝えることで、情
報共有を図っている。年度当初には年間行事予
定表を配付し、保護者が園の行事に積極的に参
加しやすい環境作りをすることで行事に向けて
保護者との連携が図れるようにしている。ま
た、懇談会や個人面談を通して、保育の意図や
内容について説明する機会を設け、保護者と園
がスムーズに連携できるようにしている。

Ａ－２　子育て支援

Ａ－１－（４）　食事

Ａ－２－（１）　家庭との緊密な連携



評価結果詳細（浦和いろは保育園）

Ａ－２－（２）－①　保護者が安心して子育てがで
きるよう支援を行っている。

ｂ

「園だより」や「クラスだより」に加え、「給
食だより」や「保健だより」等で園での様子を
伝え、子育てに必要な情報の共有に努めてい
る。入園の際には個別で保護者と面談を行い、
保護者の意向を組み取るようにしている。生活
習慣の取り組み方では、保護者の意思や意図を
確認したうえで、アドバイスや相談の形で適切
な支援が提案できるように配慮している。保護
者との関わりの中で、毎日の子どもの様子を伝
えるなど信頼関係が構築できるように努めてい
る。保護者会の際には、同じ年齢の子どもを持
つ親が抱えることの多い問題や心配事などを話
す時間を作り、保護者同士が交流できるように
している。

Ａ－２－（２）－②　家庭での虐待等権利侵害の疑
いのある子どもの早期発見・早期対応及び虐待の予
防に努めている。

ｂ

登園時には、子どもの体に傷などがないか視診
を行っている。また、身体測定時や午睡前の着
脱時にも身体に傷やあざがないか確認してい
る。気になる傷やあざを発見した場合には、複
数人で確認して園長に報告し、必要と判断され
た場合は、写真に残し、児童票に綴じて記録し
ている。一方で、職員に気になる発言などがあ
る場合は個別で話し合いの機会を図ったり、職
員全体で話し合いをするなどにより改善する体
制をとっている。

第三者評価結果 コメント

Ａ－３－（１）－①　保育士等が主体的に保育実践
の振り返り（自己評価）を行い、保育実践の改善や
専門性の向上に努めている。

ｂ

毎年保育所の自己評価を全職員と検討・分析・
共有しながら話し合いながら作成し、園運営に
活かしている。各クラス、日々の保育内容につ
いて反省点等があれば常に話し合う機会を作
り、改善していくよう取り組んでいる。さら
に、毎月の保育会議では、月のねらいや反省を
各クラス発表し、振り返りをしている。保育士
の主体性を重視した自己評価用のフォーマット
を用意しており、各保育士は適宜自己評価に取
り組めるようにしている。また、園長のコメン
トも記載されている。保育実践については、記
録や職員間の話し合いを通じて保育の振り返り
を行い子どもが主体的な行動ができる環境づく
りを目指している。

Ａ－２－（２）　保護者等の支援

Ａ－３　保育の質の向上

Ａ－３－（１）　保育実践の振り返り（保育士等の自己評価）


